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は じ め に

神 奈川県の ム ラタモ ヒシガググモの生 態 rCついて,筆 者は これまで小 田原城 内高等学校生

物研究部員 と共 同でい くつかの報告 を して きた (池田ほか, 1 9 8 2 , 1 9 8 3 a , 1 9 8 3 b , 1 9 8 3 ,

1 9 8 4 :池 田, 1 9 8 4 ) .し か し,生 活史 については1 9 8 4年に筆者が 日本蜘妹学会大会で講演発

表 しただけで あった.そ の後の調査 ははか どってお らず ,本 種の生活史はまだ解明で きてい

ない。 しか し,現 在までにわか った こ とを予報 として報告 して ,関 心を持つ人 々の参考に供

したい と思 う。

調査 日 ・調査地 ・調査方法

調査 は神 奈川県足柄下郡真鶴町岩地 区,横 浜国立大学教育学部真鶴臨海 実験所の隣家の垣

根で,1 9 8 2年 8月 か ら1 9 8 4年8月 にかけて行 つた・期間内に採集 したクモ全個体 を対 象に背

甲幅を測定し,背 甲幅のサイズによって齢査定を行った (池田・生物研究部,198 0 .等 倍

で背面から撮影し,ス ライド面から背甲幅を求めた夕」もある。撮影した個体のうち数頭を採

集し,ス ライド面での測定値と液浸標本の実測値を比較したが,差 は無かった.

各月の齢 ご との個体数分布か ら生活史 を推定 した.

結果 と考察

クモの生 活史 を判断す るのに,重 要 な資料が越冬態で ある。本種の越 冬態を 2月 に調査 じ

た ところ, l l t雄とも幼体で あ り,し か もl V齢以 前の各齢の幼体 で あった。 しか し,前 年 の1 0

月2 7日に V齢 (亜成体)も い る こ とか ら,越 冬の齢は I～ V齢 の各幼体 と推定され る.し か

し,翌 年 になつて,初 めて V締 (亜成体)が 記録されたのは 5月 中旬で, W I齢 (成体)が 出

現 し始 め るのは 6月 中旬で あった (図 1参 照)・

図中の Mは求愛や交尾 / 1どの配偶行動,  Cは 卵の う作成行動,  Eは 出の クがそれぞれ観察
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て きた時期で ある。求愛 ・交尾 な どの配偶行動が 8～ 9月 に偏 ってい るが ,他 の時期 にクモ

が これ らの行 動を してい ない と断言す るこ とはて とない。 この結果は,こ の時期に調査が 偏

ってい るこ とか ら来 る もので ある.本 種は夜問活動性 なので,夏 休み以外 の時期に女子生徒

と共 に夜問,長 時間観察す る こ とは不可 能で あった。

おそ ら く越冬 態の ととの成長 のパ ラつ きが,そ の後の成長 のパ ラつ きとなってい るのだろ

う。 この結果か らは,本 種の生 活史 について次の ようなふた通 りの解釈が可能で ある.

1 )本 種は年 1化 で ある。越冬態 のパ ラつ きがそ のまま引 き継がれ,そ の結果,成 体 出現

期は長期 にわた る。

2)本 種は 2年 3化 で ある。亜成体 で越冬 した齢はそれぞ れ 6月 までに成体 とな り,配 偶

行動を し,産 卵をす る。そ の卵の うか ら生 まれた幼体は夏世代 と して成長 し,9月 頃に成体

となる。 この親が生んだ子 グモは 1～ 皿齢で越冬 し,翌 年の夏 (8月 頃)に 成体 になる。そ

して年 内に亜成体 になるまで成長す る。

生活史 を決定す るための調査項 目としては,( 1 )越冬 した各齢の飼育,( 2 ) 6～ 9月 の雄の個

体数変動,( 3 )産卵期 間な どを考 えてい るが,セ )以外はそれぞれ に困難点が ある。主 を困難 点

はは)につい ては飼育にスペースが必要 な こ と,0に ついては産卵場所が石 の下 な どで あ り,

野外で卵の うが 発見で きに くい こ とで ある。

摘   要

神奈川県足柄下郡真鶴町 のム ラクモ ヒツガタグモの生 活史 lr cっぃて,月 毎 の齢調査 の結果

を報告 した。越冬 態が幼体 の各齢 にわた ってい るこ とか ら,年 1化 ,ま たは 2年 3化 の可 能

性が考察された。

参考文献

池 田博明 。稲葉茂代 ・小 川 まゆみ 。島津千 秋 ・田村武子 ・鵜 田明子 ・山 口泉,1 9 8 2 .ム ラク

モ ヒンガタグモの生 態(1 )縄 型 と捕 虫.路 sれ1滋fα, ( 4 9 ) : 2 2 - 2 5 .

池田博 明 ・生物部研究部,1 9 8 3 a .  ム ラクモ ヒシガググモ観察 日記.小 田原城 内高校 図書館

紀要 ,( 6 ) : 6 5 - 7 4 .

池 田博 明 。生 物部研究部 ,1 9 8 3 b .  ム ラタモ ヒンガタグモの生 態12 )造 網時刻 ・生 態的地位
'補 修 。日周活 動.r l i s″筋 α,( 5 0 ) : 1 - 6 .

池田博明 ・稲葉茂代 ・小 川まゆみ 。山 口泉 ・島津千秋 ・幕 田明子 ・田村 武子 ,1 9 8 3 .ム ラク

モ ヒシガタグモの造網 ・交 接 ・卵の う制作・ れ ノル S, ( 8分  : 2 8 - 3 4 .

池田博 明 ・生物部研究部,1 9 8 4 .ム ラクモ ヒンガググモの生 態伸)卵 と卵の う,幼 生 と令 の

判定.r l i sヵf滋づα,( 5 1 ) : 1 - 6 .

池田博明,1 9 8 4 .ム ラタモ ヒシガタグモの幼生越冬. れ ″″s, ( 8 4 ) : 2 5 - 2 6 .

- 2 -



●T谷
♀

口 む

・

学

　

・

●・
書

O

●
　
　
　
　
Ｏ

Ｏ

●

●

●

　

Ｏ

Ｏ

●
　
　
　
　
Ｏ

Ｏ

Ｏ
●
．
　
０

図 1

炉 クことガ ,ク この

多た加=″あれS
月別 説良

1982,8_198牛.8

:'
●

O晋
口む

観

晋

□
霞

　

０
●

●

Ｏ
Ｏ
Ｏ

θ
　
　
　
　
　
●

●
●
●
●
Ｏ

普
可コ25

幅
―

の

１

O

0 ?菅
■ 0

0Ⅱ 令

●I今

Ｏ

Ｏ

Ｏ
　
Ｏ

●
ａ
▼

（蚊

〕
ｏ

●

●

●


